
県内の患者の発生状況

１　検査陽性者の状況（令和3年1月31日 24時現在）
（単位：人）

陽性者数（累積）

退院

中等症以下 重　症

16,468 562 497 65 404 659 263 402 14,178

+111 △ 13 △ 13 0 △ 5 △ 6 △ 23 +3 +155
※下段は前日比

[検査内訳] (単位:人)

PCR検査 抗原検査 合計 陽性者数

71,782 71,782 6,101

+246 +246 +32

99,811 31,821 131,632 10,367 ※医療機関等からの報告により集計

+821 +465 +1286 +79

171,593 31,821 203,414 16,468

+1067 +465 +1532 +111 ※下段は前日比

[入院内訳]

確保病床等 患者数 差引 占有率

756 562 194 74.3%

うち重症対応 116 65 51 56.0%

988 404 584 40.9%

1,744 966 778 55.4%

(13,278人)

宿泊療養

合計

203,414

+1532

入院調整
その他医療
機関・福祉

施設等

地方衛生研究所等

区分

検査実施者数

死亡入院

(単位:件)

民間検査機関等
（医療機関等）

区分

 入院

 宿泊

合計

２　11月1日から1月31日に発生した患者の状況
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60歳以上

40～50歳代

0～30歳代

1週間平均

（人）

拡大期2基準

40人以上

（11/11）
43.3

（11/7）
33.7

（11/3）

24.4

1週間平均患者数

（2/1） １５２．０
（11/26）
122.1

（12/9）
139.6

（12/31）
178.1

（11/21）
105.9

（1/11）
255.9
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(1) 男女別患者数

(3) 職業別患者数

(5) 感染経路別患者数
　　（※ 飲食店は、接待やお酒を伴う店、カラオケ店等を含む。）

(4) 管轄保健所別患者数

(2) 年齢別患者数

３　11月1日～1月31日と直近1週間の感染状況

患者数 （％） 患者数 （％）

男性 6,661 50.4 498 45.9
女性 6,556 49.6 586 54.1
非公表 1 0.0 0 0.0
計 13,218 100 1,084 100

区分
(11/1～1/31) （1/25～1/31）

患者数 （％） 患者数 （％）
10代未満 361 2.7 43 4.0
10代 933 7.1 111 10.2
20代 2,114 16.0 141 13.0
30代 1,452 11.0 104 9.6
小計 4,860 36.8 399 36.8

40代 1,832 13.9 159 14.7
50代 1,961 14.8 160 14.8
小計 3,793 28.7 319 29.4

60代 1,403 10.6 108 10.0
70代 1,474 11.2 112 10.3
80代 1,145 8.7 98 9.0

90代以上 519 3.9 48 4.4
小計 4,541 34.4 366 33.8

非公表 24 0.2 0 0.0
計 13,218 100 1,084 100

区分
(11/1～1/31) （1/25～1/31）

患者数 （％） 患者数 （％） 10万対

芦屋 173 1.3 12 1.1 12.7
伊丹 1,031 7.8 77 7.1 20.2
宝塚 606 4.6 59 5.4 17.6
加古川 1,126 8.5 72 6.6 17.4
加東 436 3.3 40 3.7 15.2
中播磨 94 0.7 0 0.0 0.0
龍野 370 2.8 14 1.3 8.9
赤穂 66 0.5 3 0.3 3.4
豊岡 74 0.6 9 0.8 8.4
朝来 27 0.2 0 0.0 0.0
丹波 59 0.4 9 0.8 8.9
洲本 124 0.9 6 0.6 4.7

4,186 31.7 301 27.8 －
4,267 32.3 433 39.9 28.5
1,255 9.5 100 9.2 18.9
1,671 12.6 132 12.2 29.2
1,319 10.0 89 8.2 18.3

520 3.9 29 2.7 9.7
小計 9,032 68.3 783 72.2 －

13,218 100 1,084 100 19.8合計

神戸市
姫路市

区分

県所管

小計

尼崎市
西宮市
明石市

(11/1～1/31) （1/25～1/31）

患者数 （％） 患者数 （％）

128 1.6 2 0.3

3,266 41.0 328 46.0

818 10.3 75 10.5

391 4.9 18 2.5

2,961 37.2 277 38.8

医療機関・施術所 (1,511) (19.0) (105) (14.7)

高齢者福祉施設等 (1,082) (13.6) (147) (20.6)

学校・園 (194) (2.4) (25) (3.5)

飲食店 (80) (1.0) (0) (0.0)

職場 (94) (1.2) (0) (0.0)

219 2.8 9 1.3

小計 7,783 97.7 709 99.4

23 0.3 0 0.0

74 0.9 4 0.6

32 0.4 0 0.0

51 0.6 0 0.0

小計 180 2.3 4 0.6

計 7,963 100.0 713 100.0

調査中 2,086 371

不明 3,169

合計 13,218 1,084

職場・施設・学校等

友人とのｶﾗｵｹ・談話等

その他

(11/1～1/31)

クラスター

その他

飲食店

家庭

職場・施設・学校等

友人とのｶﾗｵｹ、談話等

感染推定場所
（1/25～1/31）

飲食店

県内

県外

発生地

患者数 （％） 患者数 （％）

学生等 971 7.3 96 8.9

会社員等 4,369 33.1 371 34.2

自営業 441 3.3 29 2.7

無職 2,554 19.3 154 14.2
不明・調査中 4,883 36.9 434 40.0

計 13,218 100 1,084 100

（1/25～1/31）
区分

(11/1～1/31)

※ 加東健康福祉事務所管内の人材派遣業関係の54名は感染場所

を分析中のため「その他」に計上した。
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令和 3年 2月 1日 
兵庫県新型コロナウイルス感染症対策本部 

外出自粛等による効果分析 

【三宮・姫路・尼崎・豊岡における人出の動向】 

・15 時時点では、緊急事態措置開始前後で概ね横ばい 

・22 時時点では、国に対する緊急事態宣言発出の要請や神戸市・尼崎市・西宮市・芦屋

市の飲食店等への時短要請を本県が表明した翌日（１／９）をピークに人出の減少が

始まり、緊急事態措置開始後は三宮で６～７割減など都市部での減少が目立つ 

【対策の方向】 

○不要不急の外出自粛、感染リスクの高い施設への出入りの自粛を引き続き要請 

○日中の外出で感染し、家庭等にウイルスを持ち込んでいる可能性があるため、県民に

対し、「ひょうごスタイル」の遵守のほか、食事中の会話を極力控えること、家庭内で

も大人数・長時間の飲食を控えることを要請 

 

【県内４地点（三宮駅、阪神尼崎駅、山陽姫路駅、豊岡駅）における人出の動向】 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

デ ー タ 元：モバイル空間統計○R  
デ ー タ 提 供 元：（株）NTTドコモ、（株）ドコモ・インサイトマーケティング 

緊急事態措置開始 

 

※ 10 日後の増減比（対R2年 12 月 31 日比）〔例：1/11の値を 1/1 に表示〕 

緊急事態措置開始 



関西・みんなで頑張ろう宣言

○昼夜を問わず、不要不急の外出自粛を徹底しましょう

○若い方は、自分に後遺症が残ることや高齢者等への感染の原因になりうることを自覚して

行動に注意しましょう

○在宅勤務（テレワーク）やテレビ会議などを一層推進し、出勤を抑制しましょう

緊急事態宣言の早期解除に向けて

関西みんなで頑張ろう

○マスクの着用、手洗い、ソーシャルディスタンスの確保など、感染防止の基本を徹底しましょう

○症状が出れば、通勤通学を控えて直ちに電話相談のうえ、医療機関を受診しましょう

○感染拡大地域との不要不急の往来を控えましょう

○家庭内や施設内に感染を持ち込まない、拡げないよう、行動に注意しましょう

特に、ホームパーティーなど大人数での飲食や長時間に及ぶ飲食は控えましょう

○病床にある人を思いやり、医療関係者等の奮闘に感謝して、

関西府県市民が支え合って、感染拡大防止に取り組みましょう

京都府、大阪府、兵庫県が緊急事態宣言の対象地域となってから２週間が経ちました。しかし、昨年４、５月
の緊急事態宣言の時と比べると、人の流れはまだまだ減っておらず、新規感染者の減少には結びついてい
ません。何としても、この緊急事態宣言期間中に感染拡大をくい止めるため、緊急事態宣言の対象地域
では、感染拡大防止対策の徹底に取り組みましょう。

新型コロナウイルス感染症を抑え込むためには、緊急事態宣言が発出されている地域のみならず、
関西全体での人の流れを減少させることが必要です。


